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1. はじめに 
 現在，都市近郊の地域では都市部で働くサラ

リーマン世帯の増加により，日中の人口が減少

している．このような現象により町会・自治会

といった従来型の地域コミュニティの参加率は

減少傾向にある[1]．地域コミュニティは災害時

において住民の安否確認や初期救護活動，情報

の伝達，避難所の運営において重要な役割を果

たしている[2]．在住地域の滞在時間が減少して

いる現代社会において，現住地に依存しないコ

ミュニティの形成，コミュニケーションのサポ

ートが必要だと考える． 

本研究では，スマートフォンにおける位置情

報を利用した地域に着目したアプリケーション

を提案，インターフェースを作成し，地域コミ

ュニティの活性化に寄与できるか検証を行った． 

 

2. 関連サービス 
2.1. Twitterについて 
本サービスでは，140 字以内の文章に加え，画

像や動画などメディア，お店などのランドマー

ク，地域のタグをつけることができる． 

2.2. Swarmについて 
本サービスでは，行った場所を記録するチェ

ックイン機能があり，ライフログとして利用，

アプリ内で友達になった人と共有することがで

きる． 

2.3. Zenlyについて 
本サービスでは，自分の現在地を友達と共有

することができ，待ち合わせなどに利用されて

いる． 

2.4. Pikmin Bloomについて 
本サービスでは，エンターテイメント目的で

あるが，外を歩くモチベーションにつながるた

め健康促進としての一面がある． 

 

3. 提案内容 
地域コミュニティを活性化するために，携帯

端末から取得した位置情報からメッセージおよ
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び画像を投稿できる SNSアプリケーションかんば

ん屋さんを提案する． 

 

3.1. かんばん屋さんについて 
かんばん屋さんでは画像や短文の投稿を「か

んばん」と定義し，以下の要件を満たすものと

する． 

l その場で起こった出来事を他の利用者と共

有する 
l 現在地を表示する 
l 現在地周辺のかんばんを表示する 
本研究では，Adobe XD を用いてインターフェ

ースを作成し，Web アンケートおよびヒアリング

によって効果を検証した． 

 

3.2. かんばんの閲覧について 
かんばんの閲覧画面を図 1 に示す． 

 画面上部に現在地周辺のマップを表示し，現

在地のかんばんの位置関係がわかるように表示

した．画面下部は周囲のかんばんの内容を表示

し，スクロールすることで他のかんばんを閲覧

図 1 かんばん閲覧画面 
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することができる．また，画面左下にあるかん

ばんアイコンのボタンからかんばん投稿の画面

へ遷移する． 

 

3.3. かんばんの投稿について 
かんばんの投稿画面を図 2 に示す．投稿に関す

るインターフェースについては気軽にかんばん

を投稿ができるように最小限の操作で行えるも

のにした．携帯端末から得られる位置情報の精

度のことを考え，利用者自ら，かんばんの位置

を調整できる機能を実装した． 

 

 
 

4. 評価 
 本学の学生に対して Webアンケートを行った．

Webアンケートでは，Adobe XDで作成したインタ

ーフェースでのかんばんの閲覧と投稿のサンプ

ル動画を作成し，アンケート回答者に対して提

示した．提案アプリケーションの有用性につい

て質問した． 

 

5. 結果 
5.1. 結果概要 
Webアンケートの回答者は21名，全ての回答者

が 20 代であった． 

 

5.2. かんばんの閲覧機能について 
 かんばんの閲覧のしやすさについて「とても

思った」が 23.8%，「思った」が 33.3%，「少し

思った」が 42.9%であった．回答の理由として

「かんばんの内容が見やすかった」，「マップ

上のアイコンと画面下部に表示されているかん

ばんとの位置関係がわからなかった」などがあ

った． 

 

5.3. かんばんの投稿機能について 
かんばんの投稿のしやすさについて「とても思った」

が 57.1%，「思った」が 33.3%，「少し思った」が 4.8%，

「あまり思わなかった」4.8%であった．回答の理由とし

て「インターフェースがシンプルだった」，「マップ上に

設置する動作が不便」などがあった． 

 

5.4. 地域の活性化への有用性について 
 「あなたは住んでいる地域の情報を得る手段

として，かんばん屋さんは有用であると思いま

すか．」という質問に対して，「とても思った」

が 9.5%，「思った」が 57.1%，「少し思った」が

28.6%，「あまり思わなかった」が 4.8%であった．

回答の理由として「地域を絞った情報を得るこ

とができる」，「地元住民からの視点とは別の

視点の情報を得ることができる」，「ブラウザ

などの検索では得られない情報を得ることがで

きる」などがあった． 

 

6. まとめ 
 かんばん屋さんは地域コミュニティの活性化を行う

ために，目視で情報を得ることができる看板をデジタ

ル上で再現するものである．本研究ではかんばん屋

さんの効果検証を確認するために利用者になりうるア

ンケート回答者に提示した． 

その結果，かんばん屋さんが目的とする情報提示に

対して 95.2%の好意的な意見が見受けられた．今後，

アプリケーションの実装を行い，実際の地域にて検証

を行っていく． 
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図 2 かんばんの投稿画面 

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-334

情報処理学会第85回全国大会


